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 福岡県太宰府市石坂2丁目12-1 

【筑紫女学園大学】 

「ネパール大地震復興教育支援プロジェクト」 

~ 学生たちがネパール被災地に向けて出発します ~ 
 
本学では、平成27年4月に発生したネパール大震災以降、「ネパール大地震復興教育支援プロジェクト」を

立ち上げ、学生と教職員が一丸となって復興支援への取り組みを続けています。 
（ https://www.chikushi-u.ac.jp/news/archives/1477 ） 

 

学生たちは下記の日程で被災地に入り、被災地の復興状況の調査を行うと共に、子どもたちに文房具を届ける

予定です。また被災地にある学校で倒壊した校舎の再建活動にも取り組む予定です。 
 
今回、現地を訪問する学生達は、昨年の春からソーシャルビジネスを通じて校舎建設費用を集めてきました。

今後は、ソーシャルビジネスの一環として、クラウドファンディングにも取り組む予定にしています。 
 
学生によるソーシャルビジネスの取り組みは、福岡市（大学ネットワークふくおか）が主催する「ビジネスチ

ャレンジ事業」に採択されています。また、今回の現地訪問活動については、福岡県が主催する「世界へ打って

出る若者育成事業」に採択されています。 
                        記 

＜訪問目的・活動内容＞ 
筑紫女学園大学「ネパール大地震復興教育支援プロジェクト」として、以下の活動を行う。 
（１）現地の学校を訪問し、ネパールの子ども達へ教育支援活動（文房具の手渡し）を実施する。 
（２）ネパール大地震の被災地の学校を訪問し、倒壊した校舎の再建活動を実施する。 

 
＜事前勉強会＞ 

1月29日（月）、2月1日（木）、6日（火）、9日（金）[筑紫女学園大学にて] 
 

＜主な訪問先＞ 
 現地小学校及び中学校、被災地（ゴルカ郡、ダーディン郡）カトマンズ本願寺 
 
＜訪問期間＞ 
平成30年2月16日（金）[AM 出国] ～ 28日（木）[AM 帰国]  12泊13日 

 
＜参加メンバー＞ 
学生11名、引率教員1名 

以上 
※現地訪問の報告会は帰国後、別途開催予定です。 

 
【取材対応について】 

○取材を希望される場合は、事前にこちらまでご連絡をお願いいたします。 

法人本部 企画広報課 （電話 092-925-9982／FAX 092-925-8319 担当：益永） 

○内容に関するお問い合わせは、直接こちらまでご連絡をお願いいたします。 

現代社会学部 教授 藤原 隆信 （電話 092-925-3511（代表）／ t-fujiwara@chikushi-u.ac.jp ） 

【窓口時間】月～金 9:00～17:00  

以上、ご案内申しあげます。 

ニュースリリース 


